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8 　 パ ニ ッ ク 障 害 患 者 に お け る 瞬 目 率 の 変 化

― 映 像 視 聴 刺 激 を 使 用 し た 新 し い 試 み ―
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自発性瞬目は脳内 ド ー パ ミ ン との 関係が指摘さ

れて い る . その ため瞬目率につ い て の 研究は これ

まで 精神分裂病等を中心 に行われて きた . その 中

で
, 精神分裂病患者の 瞬目率の 上昇が患者 の示す

不安と関連 して い る こ とが示唆されて い る . また

うつ 病や神経症 など で も瞬目率に変化が生 じる可

能性があり
,
更に , パ ニ ッ ク障害 ( p D) と ド

ー パ

ミ ン機能 と の 関連 を示唆させ る報告も散見され

る .

以上より, 今回我 々 は P D に おける瞬目率に つ

い て予備的な研究を行 っ た . 尚
, 瞬目率は画像な

どによ っ て減少する こと が知 られて おり
,
映像視

聴刺激を用 い た.

対象は 8 名の P D 男性患者 (平均年齢 : 3 5 .
1 ±

6 .4 歳) と年齢性別を マ ッ チ させ た男性健常被検

者 1 2 名 で あ る . 諺断 は , 半構 造化面接を行 い ,

D S M - Ⅳ診断基準 によ っ て なされた . 患者群は全

て 薬物治療中で測定日 か ら少なく とも 1 ヶ 月間は

パ ニ ッ ク 発作を認め な い 老の み と した .

方法に つ い て は
,
まず視聴覚刺激と して

,
車載

カ メ ラか らの 映像 とその 音響を合わせ た ビデオ映

像を用 い た . 刺激負荷前5 分間の 安静を行 い
,
舵

い て こ の ビ デ オを約 1 5 分間視聴 さ せ
,
そ の 間の

瞬 目を予め 固定 した ハ ン デ ィ ー カ メ ラ に て 撮影

し
,
ビデオ テ

ー

プ に収録 した .

実験室 は室温 2 2 ℃ ･ 照度 1 0 ル ク ス に 一 定に し

た. また測定前に S b e e h a n の不安尺度
,
B a n d el o w

の パ ニ ッ ク障害 ･ 広場恐怖評価尺度 ( 患者用) を

施行 し た. 瞬 目率の 計測に つ い て は
,
診断 に ブ ラ

イ ン ドの 評価者 2 名に よ っ て
,
ビデ オ テ

ー プ か ら

瞬目回数を カ ウ ン トし
,
そ の 平均を求め た .

P D 群 で は
, 安静時及び視聴覚刺激中を通 じて

正常被検老 ( N C) 群 に比 べ て瞬目率が高 か っ た

(2 w ay A N O V A : F
- 5 .3 0

, p
- 0 .0 2 3) . また

,
P D

群で は N C 群 に比 し瞬目率の 変動が 大きか っ た .

更に
,
N C 群 で は安静時の 瞬目率は視聴覚刺激間

の もの と比 べ て 高 い傾 向があ っ た が ,
P D 群 で は

その ような傾向は認めなか っ た . 尚, 今回用い た

視聴覚刺激の種薙と瞬目率と の 間に有意 な関連性

や交互作用はな か っ た .

今回の 結果が P D の何 ら か の ド
ー パ ミ ン機能異

常を示 して い る可能性が示唆された. し か しなが

ら
,
最近の 研究によ っ て, 瞬目率や瞬目反射は セ

ロ ト ニ ン や ノ ル ア ドレ ナリ ン神経系の 関与が指摘

されており
,
上記の 神経系の 調節異常が指摘され

て い る P D に お い て は これら の神経系影響を考慮

す る必要があり , 結果の 解釈 には注意が必 要で あ

る .

また
, 瞬目率は精神的負荷時に増加すると され

,

P D で は安静時 ･ 刺激時を通 して 精神的負荷が高

い こと が推測された. 今回の 対象者 はほぼ寛解状

態にあ っ た にもか か わらず, こ の ような結果と な

っ た こ と は
,
P D の 再発率の高さと関連 して い る

の か も しれな い .

今回は症例数も少なく
,
予備的な研究 である の

で
,
今後

,
症例数を増や して 検討を加 える必要が

ある .

I I .  特別講演

「 慢 性 精 神 疾 患 の 認 知 ・ 生 活 障 害治療と S S T 」

福島県立医科大学神経精神医学教室

丹 羽 真 一


